
案件２ 新型コロナウイルス感染症への対応

及び 現在の状況について
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大阪府下の新型コロナ感染症の新規感染者数の推移
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新型コロナ感染症患者の受入等に関する本院の主な対応の経過

１月２３日

１月３１日 初の疑似症患者入院

看護局においてシミュレーション訓練を実施

７階東病棟感染症病床エリアでの受入を開始（8床対応）

２月５日

２月１９日

２月２３日

３月３日

３月１９日

３月３０日

市に帰国者・接触者センター設置

初の陽性患者入院

大阪府フォローアップセンターによる

入院調整開始

面会制限開始

７階東病棟の一般患者14名を他病棟に転棟

７階東病棟の一般患者11名を他病棟に転棟（７東病棟一般

病床閉鎖）

一般病棟の２床を感染症病床化（感染症対応病床が10床

に）

４月１日

４月３日

４月７日

大阪府から受入病床の拡大要請

（4/6に20床で回答）

医師による専門の主治医チームを立ち上げ

実質的に20床の受入対応を開始 3



４月１０日

４月１３日

６階西病棟を閉鎖（７階東病棟の看護体制強化のため）

７階東病棟に重症管理患者対応部屋（HCU）設置

正面玄関での検温開始

発熱外来（Ｈブロック）運用開始

６月１日 外来診療を段階的に通常診療に戻していく

６階西病棟を開棟

７月５日 大阪府から感染拡大フェーズ毎の

病床運用計画及び重点医療機関・

協力医療機関の指定（※）にかかる

意向確認調査

左記調査（※）について、受入病床をフェーズ２（感染拡大

期）～フェーズ３(更なる感染拡大期)は26床、フェーズ４

(想定を超える感染拡大期)は30床で回答

正面玄関前にサーマルカメラを設置し、サーモグラフィに

よる検温開始

８月３日 上記調査（※）の運用開始 大阪府の重点医療機関に指定

26床の受入対応（フェーズ２）を開始
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本院の新型コロナに係る入院患者の内訳

枚方市民以外
疑似症
２５人

R2.1月～８月31日
陽性患者 １０１人、疑似症患者１１３人

計２１４人

枚方市民
陽性
２９人

枚方市民以外
陽性
７２人 枚方市民

疑似症
８８人
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業務への影響【新型コロナウイルス発生以降の業績】
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千

Ｒ１ 収益 Ｒ２ 収益 Ｒ１ 利用率 Ｒ２ 利用率 入院患者の状況

１～８月の前年度との差
（8ヶ月のトータル）

患者数
8,154人⇒7,590人

【▲564人】
収益
3,658,929千円

⇒3,318259千円
【▲340,670千円】
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外来患者の状況
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R1収益 R2収益 R1患者数 R2患者数

１～８月の前年度との差
（8ヶ月のトータル）

患者数
135,345人⇒114,194人

【▲21,151人】
収益
１,５７８,４８５千円

⇒1,563,166千円
【▲15,319千円】

入院＋外来のトータル ： 5,237,414千円⇒4,881,425千円【▲355,989千円】
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院内の取り組み ①

本院では、住民の命と安全をお守りする観点から、新型コロ

ナウイルス感染症に今後も適切に対応していくとともに、経

営状況が厳しい状況にあることに鑑み、経営改善にも職員が

一体となって取り組んでいくこととし、病院全体・診療科ごと

にそれぞれ目標を新たに設定するなど、日々、取り組んでい

るところです。

職員の意識向上を目的として
院内（オフィスや更衣室）に
掲示している“柱のポスター”

コ
ロ
ナ
対
応

経
営
改
善

取り組みの
両輪
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安心してご来院いただくために

本院が感染症指定病院であることから、

コロナを受け入れている ⇒ 危ないから行きたくない

ではなく

感染症指定病院だからこその設備が整っていること

さらに様々な感染防止対策を行っていることを

本院に安心してご来院いただくよう取り組んでいます

積極的にアピールし

広報ひらかた７月号
林病院長のインタビューを掲載

10



本院パンフレットより
一般の患者さんとは異なった感染症出入
口で、入院までの動線が完全にセパレート
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本院ホームページ
「感染防止対策」のページを掲載


